
プレ・インターンシップ 
体験報告 

楠本浩総合会計事務所 小野綾子  社会福祉学科２年 
飯塚商工会議所 矢山幸咲 公共社会学科 １年 



1.事業所紹介 

• 楠本浩総合会計事務所 
• 体験者）小野綾子 
• 体験期間）８月20日～9月7日（10日間） 
• 事業内容）訪問監査などの経営支援や税務支援など 

 
• 飯塚商工会議所 
• 体験者）矢山幸咲 
• 体験期間）8月20日～8月24日（5日間） 
• 事業内容）地元の商工業者と結びつき、商工業の振興を図る 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート

（小野）

　私は8月20日から9月7日の10日間、楠本浩総合会計事務所で体験させていただきました。
ここでは訪問監査などの経営支援や税務支援などの仕事をしていました。




（矢山）
　私は8月20日からの5日間、飯塚商工会議所で体験させていただきました。
ここでは市役所や商店街の方々など地元の方々と連携し、地元の商工業の発展を図る仕事をされていました。



2.体験目的（小野） 

 
•敬語の使い方を学ぶ。 
 
•現在の自分に足りていないものを知る。 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私がこのインターンシップに参加した目的は、大きく分けて２つあります。
１つ目はコミュニケーションをとるための敬語の使い方を学ぶことです。アルバイトはしていますが今私が使っている敬語が本当にあっているのかと間違っているところは新たに学びなおしたいと思っていました。
２つ目は現在の自分に足りていないものは何であるのかを知るということです。
今回の体験を通して自分に足りていないものは何であるのかを明確にすることで今自分がするべきことも明確にしたいと思っていました。



3.活動内容（小野） 

•総務の仕事体験 
 （インデックス作り、勤怠管理） 

•記帳代行 
 （ある会社の月次記帳） 

•プレゼン発表 
 （企業分析、ビデオ研修、プレゼン資料作成） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
活動としては大きく分けて３つあります。
１つ目は総務の仕事体験でインデックスを作ることと、社員の方の勤怠管理を打ち込む作業をしました。
２つ目は記帳代行です。ある会社の月次記帳をするという体験をさせていただきました。
３つ目はプレゼン発表です。１０日間でプレゼン発表をするためにビデオ研修や企業の分析をし、最後に社員の皆さんの前で発表をしました。
その他にも、監査訪問のための外回りを見学させていただいたり、代表の講義を聞かせていただいたりと貴重な体験を「たくさんさせていただきました。



4.体験を通して学んだこと（小野） 

•報連相の大切さ。 
 
•対話力の必要性。 
 
•明るい表情を作ることの大切さ。 
 
•アドバイスをたくさんもらうこと。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　学んだこととしては、4つあります。
　1つ目は報連相の大切さです。私は、インターンシップ中に小さな疑問を後回しにして仕事をしてたのですが、それが結果的に時間ロスにつながってしまったという失敗をしました。どんなに小さな疑問でもそのままにせずに上司の方に相談することが仕事を効率的に進めることができ、結果的に会社のためにもなるということが分かりました。
　2つ目は、対話力の必要性です。コミュニケーションは職場内の雰囲気をよくすることができる１つであるということを知りました。私は、直接お客様を相手にする仕事をあまり体験しませんでしたが、職場の中でも外回りに出かけたり、戻ってきたりする人に対して「行ってらっしゃい」「お帰りなさい」という声をかけるだけでも職場内が明るくなるように感じました。
　3つ目は明るい表情を作ることです。それだけでも職場内が明るくなるというだけではなく、お客様にも好印象を与えやすいということです。一度社員の方に口角が下がっていると指摘されたことがあって、こういった表情一つでも周りに与える影響というものがあるのだと思いました。
　4つ目は、アドバイスをたくさんもらう事です。これは、プレゼンをするための準備段階で私一人で考えるのに限界を感じたときにたくさんのアドバイスをいただいたおかげで良いものが出来上がりました。プレゼンするのは私一人ですが、私は会社の代表としてプレゼンするのであるから頼ることに遠慮してはいけないということを学びました。



5.課題及び今後の学習計画（小野） 

• 新しいことに挑戦してみ
る。 

 
• やってみたいと思ったこ
とはメモに残す。 

 
• 何かに取り組むときはそ
れが何のためになるのか
考える癖をつける。 

• 積極性の向上 
 
• 目標を持つこと 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回の経験を通して私には二つの課題があると感じました。
　一つ目は、積極性にかけるということです。質問したくても、「迷惑ではないのだろうか?」と思ってしまい、質問しに行くのに時間がかかっていました。インターン中のプレゼンや職員の方とのかかわりで以前よりは自分に自信を持つことができたと思います。しかし、これから社会人になるということを考えるとまだ未熟だと感じてます。
　二つ目は目標を持つことです。毎日面談をしていただいていたのですが、その時に担当の方から「何かしたいこととかある？」と聞かれて答えることができませんでした。その日ごとの目標がさだまっていれ定まっていれば質問にも答えることができたのではないだろうかと感じました。

今後の学習計画としては、ボランティアに参加するなど新しいことに挑戦してみる。
やってみたいと思ったことはメモに残すようにして、実行できることは実行する。
何かに取り組むときはそれが何のためになるのか考える癖をつける。
この３つを今後の取り組んでいこうと考えています。




6.体験目的（矢山） 

 
 
・積極性の向上 
 
・自分を変えるための「最初の一歩」に！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　今回、私がプレ・インターンシップを履修しようと思ったきっかけとしては、昨年この授業を履修されていた先輩に「自分を変えるきっかけになる」というお話を聞かせていただいたからです。
　今までの私は、何をするにしても消極的で誰かの後をついていくばかりになっており、自分一人で何かに取り組もうとする積極性がありませんでした。今までの自分を見つめなおし、自分には何が足りないのかを発見するきっかけにしたいと思い、この授業の履修を決意しました。
　飯塚商工会議所での5日間の体験を通して積極性を向上させることを第一の目標にかかげ、今までの自分から変わるための「最初の一歩」にしたいと考えました。



7.活動内容（矢山） 

 
•デスクワーク 

 
•商店街で行われたイベントの運営のお手伝い 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　飯塚商工会議所での主な活動内容としては、1日目から3日目は書類のスキャンや登録などのお手伝いを、4日目と5日目には商店街で行われたイベントの運営のお手伝いをさせていただきました。
イベント運営のお手伝いでは実際に外に出て商店街や地元の方とお話しさせていただき、地元の方々のあたたかさを感じました。



8.体験を通して学んだこと（矢山） 
 

• ただ無心で仕事をするのではなく、自分がさせていただいてい
ることの「意味」を考えることの大切さ 
 

• 何事へも「積極性」が必要 
 （コミュニケーションをとること・ 
    自分にもできる仕事を自ら探すこと  など） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　5日間の体験を通して学んだことは2つあります。
　１つ目は自分がさせていただいていることの「意味」を考えるということが大切であるということです。体験初日はただ言われた仕事を無心でやっているだけでした。しかし、自分がさせていただいていることがどのようなことへとつながっているのかを知ることが大切だ、というお話を担当者の方からお聞きしたことで、その仕事の「意味」をとらえようとする意識が高まりました。
　2つ目は一言で「積極性を向上させる」といっても、非常に多くのことに通じるものであり、コミュニケーションをとることや、自分にもできる仕事を自ら探すことなどにも通じているということです。
　特に、コミュニケーションをとる、という面でみると、最初のほうは社員の方と積極的に関わろうとすることができていませんでした。そこで自分の「積極性のなさ」を痛感し、もっと自分を変えなければならないと強く思いました。



9.課題及び今後の学習計画（矢山） 
 

・さらなる積極性の向上 
・周囲に働きかける力の向上 
 
 
・春季インターンシップ,ボランティア など 
 日常生活では体験できないことへも積極的に参加 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（矢山）　今後の課題としては、今回の体験を通して自分の積極性は向上できたように感じたものの、まだのばせると思うので、今まで参加してこなかったものにも参加してみたり、人と関わることに意欲的になれるようにしたいと思います。
　そのなかで、個人だけに収まるのではなく、周囲の人を巻き込んでいける力である「働きかけ力」が今の自分にはないと思うので、向上させていきたいです。
 今後の計画としては、春季に別のインターンシップに参加し、普段の生活では学ぶことのできない部分を身につけ、吸収したいと思います。
　また、ボランティアにも参加し、知らない人とでも積極的に関わっていけるような力を身につけたいです。




10.プレ・インターンシップを終えて 

参加前 
 ・お金を稼ぐこと 
 ・社会に貢献すること 
 
参加後 
 ・人とのつながり 
 ・コミュニケーション 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　私たちのインターンシップ参加前の職業観は、お金を稼ぐことや社会に貢献することでしたが、参加後は人とのつながりやコミュニケーションも重要なことだと感じるようになりました。
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